
リノベーション協議会
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2022年12月16日
@東京都 省エネ・再エネ住宅推進プラットフォーム



リノベーション協議会の全体概要
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全国会員数８４０社のリノベーション業界団体
「消費者が安⼼して既存住宅を選べる市場づくり」と
「既存住宅の流通を活性化」を⽬指し活動しています。



対象 不動産物件・工事案件
事業者

会員企業
個人

ラベル

提供す
る仕組

み

・適合リノベーション住宅
（Ｒ１・Ｒ３・Ｒ５）
・安心Ｒ住宅

・協議会会員ロゴ
・住宅リフォーム事業者団体
（リノベーションポータル）

リノベーションコーディネーター

【ベーシック／不動産／建築／
エキスパート】

ゴール
イメージ

優良なリノベーション・既存住宅
であること

（安心して相談できる）優良なリ
ノベーションが提供できる事業
者であること

（安心して相談できる）優良なリ
ノベーションが提供できる人

協議会が提供している制度とラベリング

モノ 会社 ヒト

リノベーション
コーディネーター

消費者が安心して選べる仕組みづくり
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R住宅規準＆エコ基準について
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適合状況報告書とは・・・
「優良なリノベーション住宅」の証！！

はじめに

■適合リノベーション住宅

リノベーション協議会の定める

「優良なリノベーション」の統一規格に
則り、各対象種別の品質基準に適合
する既存住宅



適合状況報告書とは・・・
「優良なリノベーション住宅」の証！！

はじめに

■適合リノベーション住宅のフロー
検査をしたうえで必要な改修工事を施し、その記録を住宅履歴情報として保管。住
宅履歴情報も付帯。万が一の不具合に対してもアフターサービス保証を提供



1) 会の定める基準による品質（検査→工事）

2) 検査方法、更新／流用の判断基準の開示

3) 更新工事箇所の報告

4) 既存流用箇所の検査結果の報告

5) 保証書（アフターサービス基準書）の発行

１■ 専有部の重要インフラについて、協議会の標準書式

「Ｒ１住宅適合状況報告書」
を用いて、以下の情報を顧客へ提供すること

２■ 設計図書の提出

４■ お客様相談窓口を設置

Ｒ１基準：区分所有マンション専有部 に関する規定

３■ 重要インフラは、新規更新・既存流用に係らず、検査の結果適合

していることを確認のうえ、2年以上のアフターサービス保証

1）給水配管 2）給湯配管 3）排水配管 4）ガス配管 5）電気配

線 6）通信配線 7）分電盤 8）換気設備 9）住宅用火災警報器

10）床下地組 11）壁下地 12）天井下地 13）浴室防水

対象とする重要インフラ ※詳細は別紙「検査基準案」参照

①平面図 ②仕上げ表

③配管図 ④配電図 ⑤設備位置図

必須

更新
した場合

▲「Ｒ１住宅適合状況報告書」見本

社
印



適合状況報告書とは・・・
「優良なリノベーション住宅」の証！！

はじめに

■３種類の適合リノベーション住宅
対象とする物件種別によって、以下のように区分される



適合状況報告書とは・・・

■適合状況報告書
適合リノベーション住宅：協議会正会員が発行・提供できる報告書を備えた住宅
累計発行数62,000件を超えるリノベーション住宅のスタンダード

はじめに



■Ｒ住宅エコ基準について

リノベーションを行うタイミングが

住宅ストックの省エネ化を図るベストの機会。

国の制度（義務化）を待つのではなく、

リノベ事業者で先行して取り組み、

日本の住宅ストックの省エネ化を推進し、

「リノベーション＝省エネリノベーション」を目指す。
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■Ｒ１住宅エコ基準について②
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→断熱等級６

→断熱等級５

→断熱等級４

★★★

★★☆

★☆☆

→断熱等級６ ★★★

まずは、マンションのエコ基準からスタート。

基準は、

・外皮平均熱貫流率（Ｕａ値）

・現行基準（断熱等級４）を最低基準とし、★マークで性能を３段階で表示



住宅品確法
断熱等性能等級

地域区分

1 2 3 4 5 6 7 8

等級４ Ua値 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 ─

等級５ Ua値 0.40 0.40 0.50 0.60 0.60 0.60 0.60 ─

等級６ Ua値 0.28 0.28 0.28 0.34 0.46 0.46 0.46 ─ 12

【参考】国土交通省 住宅品確法断熱等性能等級（外皮性能のZEH水準を上回る等級案）

■Ｒ１住宅エコ基準について③



対象 不動産物件・工事案件
事業者

会員企業
個人

ラベル

提供す
る仕組

み

・適合リノベーション住宅
（Ｒ１・Ｒ３・Ｒ５）
・安心Ｒ住宅

・協議会会員ロゴ
・住宅リフォーム事業者団体
（リノベーションポータル）

リノベーションコーディネーター

【ベーシック／不動産／建築／
エキスパート】

ゴール
イメージ

優良なリノベーション・既存住宅
であること

（安心して相談できる）優良なリ
ノベーションが提供できる事業
者であること

（安心して相談できる）優良なリ
ノベーションが提供できる人

協議会が提供している制度とラベリング

モノ 会社 ヒト

リノベーション
コーディネーター

消費者が安心して選べる仕組みづくり
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リノベーションコーディネーター資格制度について
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【リノベーションコーディネーター制度】



リノベーションの教育プログラム/資格制度の構築

建築 不動産 マーケット
・金融

法規
関連制度

建築士 宅地建物取引士 FP・会計士

補助金・税制優遇
インスペクション、

適合Ｒ住宅 etc

領域

主な資格
スペシャリスト

リノベーションの相談に必要な要素

リノベーションに必要な基礎知識・専門分野を理解し、適切に対応できる人材

リノベーションコーディネーター（RCN）
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施工管理技士・インテリア
コーディネーターなど RM検定（販売士）

リノベーションには幅広い領域の専門知識が必要になるが、
それらを横断的に学ぶ方法やプログラムがない。

課題
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リノベーションコーディネーター

リノベーションコーディネーター資格者のイメージ

リノベーション関連領域を理解し、
業界の基本制度など最低限の知識を有している

リノベーションに必要な専門領域について、
必要な専門知識を有している

宅建業者（仲介）、インテリアコーディネーター、
新規参入事業者、未経験者、リノベ業界を目指す学生など

まずはココまで

充実した専門知識
（理想はココ）

入門的基礎知識

建築士 or 宅地建物取引士

基礎知識に加え
建築もしくは不動産の専門知識を有している

建築士＋宅建士



１．概要

■検定名称 ：リノベーションコーディネーター資格

■受験資格 ：同一開催回の複数回受験は不可

■出題形式 ：CBT四肢択一式50問 90分

※CBT方式とは ： Computer Based Testing の略称で、全国47都道府県に300会場以上あるテストセ

ンターのパソコンにて試験を実施する仕組みです。

■学習方法 ：当協議会によるテキストおよび動画講習

■試験期間 ：2022年11月1日〜30日まで

■受験者数 ：2,080名（11/30終了時点）

※本年度は、広告等は行わず会員向けの案内のみ。

■合格発表 ：2022年12月中旬（予定）
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２．ＲＣＮ資格制度の目的
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啓蒙・普及

既存資格（建築士/宅建士）との連携で
一般人にも分かり易く啓蒙も期待できる

人材採用

リノベ業界に挑戦する人、これからリノ
ベ業界に就職しようとする人の道標に

人材育成・社員教育

会社・社員の品質向上を図り
品質レベル底上げ

リノベーション業界全体の品質レベル・リテラシーの向上
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リノベーション・オブ・ザ・イヤー2022

リノベーション・オブ・ザ・イヤー2022授賞式
日時：2022年12月6日（火）
於：伊藤謝恩ホール（東京大学本郷キャンパス内）


